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(57)【要約】
【課題】本発明は、液晶表示装置の高ダイナミックコン
トラスト処理装置と処理方法に関するものである。
【解決手段】処理装置がセンター処理モジュールに接続
されたレシーバーと、インバータと、ソースドライバ集
積回路を備える。処理方法は以下のスデップを含む：受
信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラム統
計処理を行い、統計処理の結果に基づいて同一フレーム
の画面の背光源輝度制御パラメーターとガンマ参考電圧
パラメーターを得て、背光源輝度制御パラメーターに基
づいて背光源の輝度を制御し、ガンマ参考電圧パラメー
ターに基づいて液晶パネルでのピクセルキャパシターの
電圧を制御する。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置であって、
　低電圧差分信号のデータを受信するレシーバーと、
　前記データに対してヒストグラムの統計処理を行い、前記統計処理の結果に基づいて同
一フレームの画面の背光源輝度制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得て、
パルス幅変調調光制御信号とガンマ参考電圧を生成するセンター処理モジュールと、
　前記センター処理モジュールからパルス幅変調調光制御信号を受信し、背光源を駆動す
るインバータと、
　前記センター処理モジュールからガンマ参考電圧を受信し、液晶パネルを駆動するソー
スドライブ集積回路と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置。
【請求項２】
　前記センター処理モジュールは、
　前記レシーバーからデータを受信し、前記データに対してヒストグラムの統計処理を行
う統計モジュールと、
　前記統計モジュールからヒストグラムの統計処理の結果を受信し、前記統計処理の結果
に基づいて、同一フレームの画面の背光源輝度制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメ
ーターを得る検索モジュールと、
　前記検索モジュールから背光源輝度制御パラメーターを受信し、パルス幅変調調光制御
信号を生成して前記インバータに送信する信号制御器と、
　前記検索モジュールからガンマ参考電圧パラメーターを受信し、バスフォーマットに変
換するバス制御器と、
　前記バス制御器からフォーマットが変換されたガンマ参考電圧パラメーターを受信し、
ガンマ参考電圧を生成して前記ソースドライブ集積回路に送信するガンマ電圧制御器と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト
処理装置。
【請求項３】
　前記検索モジュールは、ルックアップテーブルを記憶する記憶ユニットを含み、前記ル
ックアップテーブルは背光源の輝度とガンマ参考電圧との対応関係を記録したことを特徴
とする請求項2に記載の液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置。
【請求項４】
　前記レシーバーによりフォーマットの変換された低電圧差分信号を受信して記憶するフ
レームバッファと、
　前記フレームバッファからデータを読み取ってソースドライブ集積回路に転送する伝送
器と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項1から３のいずれかに記載の液晶表示装置の高
ダイナミックコントラスト処理装置。
【請求項５】
　請求項1から4のいずれかに記載の装置を適用する液晶表示装置の高ダイナミックコント
ラストの処理方法であって、
　受信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラムの統計処理を行い、
　前記ヒストグラムの統計処理の結果に基づいて同一フレームの画面の背光源輝度制御パ
ラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得て、
　前記背光源輝度制御パラメーターに基づいて背光源の輝度を制御し、
　前記ガンマ参考電圧パラメーターに基づいて液晶パネルでのピクセルキャパシターの電
圧を制御する
　スデップを含むことを特徴とする液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの処理方
法。
【請求項６】



(3) JP 2008-268942 A 2008.11.6

10

20

30

40

50

　前記の、受信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラムの統計処理を行うこと
は、
　１フレームの画面で、グレースケールのそれぞれが占めるピクセル点の数を獲得し、
　しきい値に基づいて、当該フレームの画面で分布が多いグレースケールを確定し、
　前記分布が多いグレースケールに基づいて調光係数を確定する
　スデップを具体的に含むことを特徴とする請求項5に記載の液晶表示装置の高ダイナミ
ックコントラストの処理方法。
【請求項７】
　前記の、ヒストグラムの統計処理の結果に基づいて、同一フレームの画面の背光源輝度
制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得ることは、
　ヒストグラムの統計結果に基づいて背光源輝度制御パラメーターを確定し、
　前記調光係数に基づいて、前記調光係数に対応するガンマ電圧を確定し、
　前記ガンマ電圧に基づいて、ルックアップテーブルによって前記ガンマ電圧に対応する
ガンマ電圧パラメーターを検索する
　スデップを具体的に含むことを特徴とする請求項5に記載の液晶表示装置の高ダイナミ
ックコントラストの処理方法。
【請求項８】
　前記の、背光源輝度制御パラメーターに基づいて背光源の輝度を制御することは、
　前記背光源輝度制御パラメーターに基づいて、パルス幅変調調光制御信号を生成し、
　前記パルス幅変調調光制御信号を用いて背光源を駆動する
　スデップを、具体的に含むことを特徴とする請求項5に記載の液晶表示装置の高ダイナ
ミックコントラストの処理方法。
【請求項９】
　前記ガンマ参考電圧パラメーターに基づいて液晶パネルでのピクセルキャパシターの電
圧を制御する処理は
　前記ガンマ参考電圧パラメーターをバスフォーマットに変換し、
　バスフォーマットのガンマ参考電圧パラメーターに基づいてガンマ参考電圧を生成し、
　前記ガンマ参考電圧を用いて液晶パネルを駆動する
　ステップを、具体的に含むことを特徴とする請求項5に記載の液晶表示装置の高ダイナ
ミックコントラストの処理方法。
【請求項１０】
　受信した低電圧差分信号のデータをバッファし、
　前記低電圧差分信号のデータを液晶パネルに送信する
ステップをさらに含むことを特徴とする請求項5から９のいずれかに記載の液晶表示装置
の高ダイナミックコントラストの処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置のデジタル画像処理装置と処理方法に関し、特に液晶表示装置
の高ダイナミックコントラスト処理装置と処理方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　技術の成熟とコストの低減に伴い、薄膜トランジスター（TFT：Thin Film Transistor
）の液晶ディスプレイとＴＦＴ液晶テレビは次第に伝統CRTのディスプレイ領域での主流
的な位置を取り替えていった。ＴＦＴ液晶表示装置は、CRTディスプレーに比べ、輻射が
弱く、消費電力が低く、体積が小さいことなどの多方面の利点がある。しかしながら、輝
度とコントラストがどうしても低いことは、ＴＦＴ液晶表示装置の欠陥の１つであり、特
に暗い状態の画面を表示する時、ガンマ（Gamma）曲線の存在することによって、段階感
が下がることを招く。
【０００３】
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　前記の問題に対応するために、従来、ダイナミックガンマコントロールという（Dynami
c Gamma Control、単にDGCと呼ぶ）解決案が提出された。DGCの主な設計理念は、ガンマ
電圧を変える方式によって、画面の上で主導的地位を占めるグレースケール間の輝度差を
増大させて、画面のコントラストを増加させる。具体的なやり方は、まず、レシーバーの
受信した低電圧差分信号（Low Voltage Differential Signaling、略称LVDS）のデータに
対してヒストグラムの統計を行い、そして、ヒストグラムの統計結果に基づいてガンマ（
Gamma）参照電圧の処理を行い、分布の多いグレースケールの電圧のダイナミックレンジ
を増大させ、分布の少ないグレースケールの電圧のダイナミックレンジを減少させ、これ
によって、画面上での主導的地位を占めるグレースケールの対比を強めさせ、画面のコン
トラストを増加させることである。実際に使用することによりDGC解決案は次の技術問題
が存在することが出てきた。
（1）コントラストが増加すると同時に輝度の増加を持ってきて、これらの必要ない輝度
は背光源の消費電力を増加して、製品の消費電力を高めってしまう。
（2）連続する画面の表示が明暗の交替或いは画面が突然に明るくなるまたは暗くなる場
合、人の目は画面の点滅を感じることができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、液晶パネルの輝度を変わらないようにすることを前提として、画面の
ダイナミックコントラストと画面の品質を大幅に高め、従来の技術における消費電力が高
く、画面が点滅することなどの欠陥を効果的に解決するための背光源のコントロールに基
づく液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置と処理方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前述目的を実現するために、本発明が液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理
装置を提供する。この液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置が、低電圧差
分信号のデータを受信するレシーバーと、前記データに対してヒストグラムの統計処理を
行い、前記統計処理の結果に基づいて同一フレームの画面の背光源輝度制御パラメーター
とガンマ参考電圧パラメーターを得て、パルス幅変調調光制御信号とガンマ参考電圧を生
成するセンター処理モジュールと、前記センター処理モジュールからパルス幅変調調光制
御信号を受信し、背光源を駆動するインバータと、前記センター処理モジュールからガン
マ参考電圧を受信し、液晶パネルを駆動するソースドライブ集積回路と、を備える。
【０００６】
　なお、前述センター処理モジュールは、前述レシーバーからデータを受信し、前述デー
タに対してヒストグラムの統計処理を行う統計モジュールと、前述統計モジュールからヒ
ストグラムの統計処理の結果を受信し、前述統計処理の結果に基づいて、同一フレームの
画面の背光源輝度制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得る検索モジュール
と、前述検索モジュールから背光源輝度制御パラメーターを受信し、パルス幅変調調光制
御信号を生成して前述インバータに送信する信号制御器と、前述検索モジュールからガン
マ参考電圧パラメーターを受信し、バスフォーマットに変換するバス制御器と、前述バス
制御器からフォーマットが変換されたガンマ参考電圧パラメーターを受信し、ガンマ参考
電圧を生成して前述ソースドライブ集積回路に送信するガンマ電圧制御器と、を含む。
【０００７】
　前述検索モジュールは、ルックアップテーブルを記憶している記憶ユニットを含み、前
述ルックアップテーブルは背光源の輝度とガンマ参考電圧との対応関係を記録した。
【０００８】
　前述技術方案に基づいて、前述レシーバーにより、フォーマットの変換された低電圧差
分信号を受信して記憶するフレームバッファと、前述フレームバッファからデータを読み
取ってソースドライブ集積回路に送信する伝送器と、をさらに備える。
【０００９】
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　前述目的を実現するために、本発明が液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの処
理方法をさらに提供する。この液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの処理方法が
、受信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラムの統計処理を行い、前記ヒスト
グラムの統計処理の結果に基づいて同一フレームの画面の背光源輝度制御パラメーターと
ガンマ参考電圧パラメーターを得て、前述背光源輝度制御パラメーターに基づいて背光源
の輝度を制御し、前述ガンマ参考電圧パラメーターに基づいて液晶パネルでのピクセルキ
ャパシターの電圧を制御するスデップを含む。
【００１０】
　その中、受信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラムの統計処理を行うこと
は、１フレームの画面でグレースケールのそれぞれが占めるピルセル点の数を獲得し、し
きい値に基づいて、当該フレームの画面で分布が多いグレースケールを確定し、前述分布
が多いグレースケールに基づいて調光係数を確定するスデップを、含む。
【００１１】
　なお、前記ヒストグラムの統計処理の結果に基づいて、同一フレームの画面の背光源輝
度制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得ることは、具体的には、ヒストグ
ラムの統計結果に基づいて背光源輝度制御パラメーターを確定し、前述調光係数に基づい
て、前述調光係数に対応するガンマ電圧を確定し、前述ガンマ電圧に基づいて、ルックア
ップテーブルから前述ガンマ電圧に対応するガンマ電圧パラメーターを検索するスデップ
を含む。
【００１２】
　その中で、前述背光源輝度制御パラメーターに基づいて背光源の輝度を制御することは
、前述背光源輝度制御パラメーターに基づいて、パルス幅変調調光制御信号を生成し、前
述パルス幅変調調光制御信号を用いて背光源を駆動するスデップを具体的に含む。
【００１３】
　その中で、前述ガンマ参考電圧パラメーターに基づいて液晶パネルでのピクセルキャパ
シタの電圧を制御する処理は前述ガンマ参考電圧パラメーターをバスフォーマットに変換
し、バスフォーマットのガンマ参考電圧パラメーターに基づいてガンマ参考電圧を生成し
、前述ガンマ参考電圧を用いて液晶パネルを駆動するステップを具体的に含む。
【００１４】
　前述技術方案に基づいて、受信した低電圧差分信号のデータをバッファし、前述低電圧
差分信号のデータを液晶パネルに送信するステップをさらに含む。
【００１５】
　本発明は背光源のコントロールに基づく液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処
理装置と処理方法を提出し、背光源の輝度を下げることにより画面の輝度を下げて、同時
に液晶パネルにおけるピクセルのキャパシターの電圧を調整して液晶パネルの透過率を変
化させ、そして透過率により背光源の輝度の降下による歪みを補償する。本発明は、ヒス
トグラム統計処理の結果に基づいて、背光源の輝度と液晶パネルのガンマ参考電圧のそれ
ぞれに対して同時に調整を行うため、画面のダイナミックコントラストを高め、ＴＦＴ液
晶表示機器のコントラストが低い問題を改善した。この技術方案は、輝度検索の方式によ
って、背光源の輝度が変化した後で、液晶パネルの輝度がそのまま変わらないようにして
、それによって点滅問題を改善するとともに、外部パルス幅変調調光の方式で背光源の輝
度を調整するため、背光源の消費電力を節約し、特に放送する画面が暗い状態を主とする
時、省電力の効果は非常に著しい。
【００１６】
　背光源の消費電力は、全体の液晶表示機器の40％以上を占める。本発明の背光源輝度の
調整方案は、背光源の消費電力を節約し、最終の製品の消費電力を下げるようにする。そ
れ以外に、本発明は大幅に製品の主要なパラメーターを高め、ＴＦＴ液晶表示機器の価値
に大幅に昇格させる。
【００１７】
　以下、添付された図面と実施例を通じて、本発明の技術方案に対してより詳細に説明す
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る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１は本発明による液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置の構造を示す
模式的図である。液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置は、センター処理
モジュールとそれぞれ接続するレシーバー、インバータとソースドライブ集積回路を具備
し、レシーバーは、低電圧差分信号データを受信し、センター処理モジュールは、受信し
たデータに、ヒストグラム統計処理を行い、統計処理の結果に基づいて同一フレームの画
面の背光源輝度制御パラメーターとガンマ参照電圧パラメーターを得て、パルス幅変調調
光制御信号とガンマ参照電圧を生成する。インバータとソースドライバ集積回路は実行機
関として機能し、インバータはセンター処理モジュールからパルス幅変調調光制御信号を
受信して背光源を駆動して背光源の輝度を制御し、ソースドライバ集積回路はセンター処
理モジュールからガンマ参考電圧を受信して液晶パネルを駆動し、液晶パネルにおけるピ
クセルキャパシターに施す電圧を制御し、液晶パネルにおけるピクセル点の透過率を変化
させることにより、背光源の輝度が変化した後で、液晶パネルの輝度がそのまま、変わら
ないようにする。
【００１９】
　本発明の前述の技術方案は、背光源の輝度を下げることによって画面の輝度を下げ、同
時に液晶パネルにおけるピクセル点の駆動電圧を調整して液晶パネルの透過率を変化させ
、そして透過率により背光源の輝度の降下による歪みを補償する。具体的には、本発明は
、輸入したLVDSデータに対してヒストグラム統計処理を行い、処理の結果に基づいて、背
光源の輝度と液晶パネルのガンマ参照電圧のそれぞれに対して同時に調整を行うことによ
って、画面のダイナミックコントラストを高めて、ＴＦＴ液晶表示機器のコントラストが
低い問題を改善した。この技術方案は、背光源の輝度が変化した後で、液晶パネルの輝度
がそのまま変わらないようにすることによって点滅の問題を改善して、同時に外部のパル
ス幅変調調光という方式で背光源の輝度を調整するため、背光源の消費電力を節約する。
【００２０】
　図2は本発明による実施例の構造を示す模式的図であって、本実施例は、順に直列に接
続するレシーバー10、統計モジュール20、検索モジュール30、信号制御器40とインバータ
50を備え、更に順に直列に接続するバス制御器60、ガンマ電圧制御器70とソースドライブ
集積回路80を備え、検索モジュール30がバス制御器60に接続されている。その中、レシー
バー10が入力したLVDSデータを受信し、LVDSデータに対してフォーマットの変換を行う。
統計モジュール20は、レシーバー10からフォーマットが変換されたデータを受信し、該デ
ータに対してヒストグラム統計の処理を行う。検索モジュール30は、統計モジュール20か
らヒストグラム統計処理の結果を受信し、統計処理の結果に基づいて、同一フレームの画
面の背光源の輝度制御パラメーターとガンマ参照電圧パラメーターを獲得する。信号制御
器40は、検索モジュール30から背光源の輝度制御パラメーターを受信し、パルス幅変調調
光制御信号を生成する。インバータ50は、信号制御器40からパルス幅変調調光制御信号を
受信し、このパルス幅変調調光制御信号に基づいて背光源を駆動して、背光源の輝度を変
化させる。同時に、バス制御器60は、検索モジュール30からガンマ参照電圧パラメーター
を受信し、このガンマ参考電圧パラメーターをバスフォーマットに変換する。ガンマ電圧
制御器70は、バス制御器60からバスフォーマットであるガンマ参照電圧パラメーター、ガ
ンマ参照電圧を生成する。ソースドライブ集積回路80は、ガンマ電圧制御器70からガンマ
参考電圧を受信し、このガンマ参考電圧に基づいて液晶パネルを駆動し、液晶パネルにお
けるピクセル点毎のピクセルキャパシターに印加された電圧を制御して、液晶パネルにお
けるピクセル点毎の透過率を変化させるため、背光源の輝度が変化した後で、液晶パネル
でグレースケールが主導的なの分布を占めるピクセル点の輝度がそのまま変わらないよう
にする。
【００２１】
　冷陰極蛍光ランプ（CCFL）背光源の輝度が、CCFL管の管電流により直接に決定され、管
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電流の駆動がDCをACに変換するインバータにより実現される。インバータで輝度を調節す
るデジタル方式もパルス幅変調方式（PWM方式と略称する）と称され、パルス幅変調調光
（PWM Dimming）信号のデューテイ比を調節することによって背光源の輝度を制御する。P
WM Dimming信号のデューテイ比が大きくなればなるほど、背光源が１つの調光周期の内で
ON状態になる時間が長く、背光源の輝度ももっと強くなる。背光源は、このような調節方
式で、常にスイッチングされた状態にあるため、リフレッシュレートより高い周波数のPW
M信号を利用して背光源のスイッチングを制御して、通常120Hz－240Hzの間になって、こ
のようにして、人の目は背光源の点滅に気づけない。
【００２２】
　本実施例における統計モジュール20は、入力するデータに対してヒストグラムの統計を
行う。具体的には、ヒストグラムの統計は、グレースケールで1フレームの画面でのそれ
ぞれの点の輝度を一緒に統計し、統計結果によりグレースケール毎の分布情況を得ること
ができる。例えば、ディスプレイの解像度はXGA（1024×768）であって、つまり、1フレ
ームの全体の画面は1024×768＝786432のピクセル点を有し、ピクセルのそれぞれがそれ
自身に対応する輝度（即ちグレースケール）をもつ。そして、グレースケールを標準にし
てすべてのピクセル点に対して統計を行うことができる。統計の結果は、グレースケール
のそれぞれがこのフレームの画面で占めるピクセル点の数である。ヒストグラムの中に一
つのしきい値を設けており、あるグレースケールの統計の数がこのしきい値を上回れば、
このグレースケールはこのフレームの画面で占めた分布が多いことを証明し、その細い点
に対する処理を強化するべき、或いは少なくともその細い点がなくならないことを保証す
る。それと同じ理由で、あるグレースケールの統計の数はこのしきい値を下回れば、この
グレースケールはこの画面で占めた分布が少ないことを証明し、その細い点に対する処理
を弱めることができる。
【００２３】
　上述の統計の過程に基づいて調光係数βを確定することができる。例えば、統計結果の
中で高グレースケールの輝度が少ないと、つまり、1フレームの画面全体は基本的により
暗い画面であれば、調光係数を下げることができ、下げられた標準は、少なくとも分布の
多い中低グレースケールの細い点をなくさないことである。
【００２４】
　図3は液晶パネルのピクセル点の透過率と該ピクセル点でのピクセルキャパシターの電
圧のV－T曲線図であって、ＴＦＴ液晶パネルのピクセル点の透過率とこのピクセル点のピ
クセルキャパシターに印加された電圧との間の関係を反映し、ＴＦＴ液晶パネルの基本的
な表示特性をも直接に反映する。常時黒モードのＴＦＴ液晶のパネルにとって、背光源の
輝度が変わらない時、そのV－T曲線が図３のように示される。図３の中で、横軸がピクセ
ルキャパシターの電圧Ｖを示し、縦軸が液晶パネルでのピクセル点の透過率Tを示す。
【００２５】
　図4は液晶パネルのピクセル点の輝度と該ピクセル点でのピクセルキャパシター電圧のL
－T曲線図である。液晶パネルで表示する輝度は次のように表すことができる。
L＝B（β）×T（V）
【００２６】
　ここで、Lは液晶パネルで一つピクセル点の輝度を表す。Bは背光源の輝度を表し、調光
係数βの関数である。Tは液晶パネルでこのピクセル点の透過率を表し、ピクセルキャパ
シターの電圧Vの関数である。
【００２７】
　上述の公式から液晶パネルの輝度Lとピクセルキャパシターの電圧Vとの間の関係を得る
ことができ、それをL－V曲線と呼ぶ。背光源の輝度Bと調光係数βは正比例になって、調
光係数β＝100％である時、背光源の輝度は最も明るく、調光係数βの減少に従って、背
光源の輝度も下がることができる。このようにして、異なる調光係数βによって、上述の
公式に基づいて異なるL－V曲線を描き出すことができる（図4のように示す）。調光係数
β＝100％である時、液晶パネルの最大輝度は500nitであり、β＝70％である時、液晶パ
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ネルの最大輝度は350nitである。液晶パネルの輝度が320nitである点について、β＝100
％とβ＝70％の2本の曲線から見ると、この点と対応する点を探し出すことができ、ただ
対応するピクセルキャパシターの電圧Vだけ異なる。
【００２８】
　異なる調光係数βlとβ2について、もし液晶パネルにおけるこのピクセル点の輝度を同
じにするよう要求すれば、上述の公式を利用して、対応するピクセルキャパシターの電圧
Vの関係を得ることができる。即ち、
B（β1）×T（V1）＝B（β2）×T（V2）
【００２９】
　ここで、V1は調光係数がβ1である時の対応するピクセルキャパシター電圧であり、T（
V1）はピクセルキャパシターの電圧V1と対応する液晶パネルでのこのピクセル点の透過率
であり、V2は、調光係数がβ2である時の対応するピクセルキャパシターの電圧であり、T
（V2）はピクセルキャパシターの電圧V2と対応する液晶パネルでのこのピクセル点の透過
率である。このようにして、一定の範囲の内で調光係数βを下げることができ、ピクセル
キャパシターの電圧Vを調整することによって液晶パネルでの当該ピクセル点の透過率Tを
変化させ、それによって、最終、液晶パネルでのこのピクセル点から出力する輝度がその
まま、変わらないようにする。
【００３０】
　本発明は、V－T曲線に基づいて、背光源の制御を結び付けて一連の背光源の輝度とガン
マ参考電圧との間の対応関係の曲線を生成し、異なるPWM Dimming信号のデューテイ比に
対して異なるL－V曲線を生成して、異なるPWM Dimmingのデューテイ比の条件で、同じ輝
度の間のガンマ参考電圧の関係を直接に立てる。
【００３１】
　背光源の輝度とガンマ参考電圧との間の対応関係を立てる具体的な過程は、以下のよう
になる：調整の公式は B（β1）×T（V’1）＝B（β2）×T（V’2）であり，ここで、V’

1は調光係数がβ1である時の対応するガンマ電圧であって、V’2は調光係数がβ2である
時の対応するガンマ電圧である。ガンマ電圧V’はピクセルキャパシターの電圧Vの参考点
であって、ピクセルキャパシターの電圧は、ガンマ電圧をソースドライブ集積回路の内部
抵抗により分圧して生成した電圧である。調光係数β1を常に背光調節係数の最大値（デ
ューテイ比が100％である）と等しいこととし、V’1は調光係数がβ1である状態と対応す
るガンマ電圧に等しく、このように等式の左側の値はすでに確定された。1フレーム画面
のヒストグラムが統計された後、ヒストグラムの統計結果に基づいて背光係数β2を得る
ことができ、この時、調光係数がβ2である状態に対応したガンマ電圧V’2はこの等式に
よって算出されることができる。このような過程によって、すべての調光係数に対応する
電圧を算出することができ、ルックアップテーブル（ＬUT）に記憶する。システムが運転
する時、ある１つの調光係数が出力されたことを検出した場合、同時に当該調光係数に対
応する電圧もルックアップテーブル中から読み出され、このようにしてルックアップ過程
を完成した。
【００３２】
　上述の解析から分るように、本実施例の検索モジュール30が実際に1種のテーブルの構
造であって、このテービル構造が背光源の輝度とガンマ参考電圧との間の対応関係を反映
する。具体的には、検索モジュール30の主体構造は、ルックアップテーブルを保存してい
る記憶ユニットであって、相応するアドレシング装置と協力する。統計モジュール20が入
力したデータに対してヒストグラム統計処理を行った後、1フレーム画面のグレースケー
ルの分布パラメーターを得ることができる。検索モジュール30は、獲得されたヒストグラ
ム統計処理の結果に基づいて、ルックアップテーブルの中で記憶している曲線の間の関係
を探して、背光源輝度パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを探し出すことができ
る。
【００３３】
　本発明の上述の技術方案の中で、信号制御器40が実際には一つのPWM Dimming信号制御
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器であって、出力するパルス幅変調調光制御信号のデューテイ比を調節することによって
背光源の輝度を制御する。バス制御器60はI2Ｃバス制御器であって、ガンマ参考電圧パラ
メーターに対してフォーマットの変換を行う。ガンマ電圧制御器70はプログラマブルガン
マ電圧制御器であって、ガンマ参考電圧パラメーターを、相応するガンマ参考電圧に変換
する。上述の技術方案に基づいて、本発明は、更に、レシーバー10とソースドライブ集積
回路80の間に直列に接続されるフレームバッファ90と伝送器100を備え、その中のフレー
ムバッファ90は、SDRAMあるいはDDR SDRAMで構成することができ、レシーバー10から入力
データを受信して記憶し、伝送器100は、フレームバッファ90からこのデータを読み取っ
た後でソースドライブ集積回路80に送信する。本発明は入力したLVDSデータに対してヒス
トグラムの統計と、検索など操作を行う必要があるため、フレームバッファ90がデータを
一旦に記憶する役割を果たし、本発明の操作が完成した後で、液晶パネルが更に表示処理
を行う。
【００３４】
　本発明の液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置の働く過程は、以下のよ
うになる：まず入力したLVDSデータがレシーバー10により受信され、フォーマット変換を
行われるとともに、フレームバッファ90に出力され記憶される。シリアルバスのLVDSデー
タフォーマットがレシーバー10によりパラレルバスのフォーマットに変換された後、統計
モジュール20に入ってヒストグラムの統計処理が行われる。検索モジュール30は統計処理
の結果に基づいてテーブル構造を検索した後、対応する背光源の輝度制御パラメーターと
ガンマ参考パラメーターを得て、背光源の輝度制御パラメーターを信号制御器40に伝送し
、同一フレームの画面のガンマ参考電圧パラメーターをバス制御器60に伝送する。信号制
御器40は、パルス幅変調調光制御信号を生成して、この制御信号を、背光源を駆動するイ
ンバータ50に伝送する。バス制御器60は、ガンマ参考電圧パラメーターをバスフォーマッ
トに変換して、プログラマブルガンマ電圧制御器70に伝送する。ガンマ電圧制御器70は、
対応するガンマ参考電圧を生成してソースドライブ集積回路80に伝送する。同時に、伝送
器100はフレームバッファ90に記憶されたデータを読み出してソースドライブ集積回路80
に伝送して、これによって、背光源輝度とガンマ参考電圧の同期変換を完成した。
【００３５】
　これより分かるのは、背光源が、絶えずに信号制御器40の出力するPWM Dimming信号に
制御される状態になって、常にスイッチングされた状態になり、そのため一定の消費電力
を節約し、特に放送する画面が暗い状態を主とする時、節約する消費電力は更に多い。背
光源の消費電力は全体の液晶表示機器の40％以上を占め、本発明の背光源輝度の調整方案
は背光源の消費電力を節約し、最終の製品の消費電力を下げる。
【００３６】
　図5は本発明による液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの処理方法を示したフ
ローチャートであって、具体的には、以下のように示す。
【００３７】
　スデップ10は、受信した低電圧差分信号のデータに対してヒストグラムの統計処理を行
う。
【００３８】
　スデップ20は、前述ヒストグラム統計処理の結果に基づいて同一フレーム画面の背光源
輝度制御パラメーターとガンマ参考電圧パラメーターを得る。
【００３９】
　スデップ30は、前述背光源輝度制御パラメーターに基づいて背光源の輝度を制御する。
【００４０】
　スデップ40は、前述ガンマ参考電圧パラメーターに基づいて液晶パネルでのピクセルキ
ャパシターの電圧を制御する。
【００４１】
　本発明の上述の技術の方案は、背光源の輝度を下げることによって画面の輝度を下げ、
同時に、液晶パネルでのピクセルキャパシターの電圧を調整することにより液晶パネルの
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透過率を変化させ、透過率によって背光源の輝度の下がることによる歪を補償する。具体
的には、本発明は入力したデータに対してヒストグラム統計処理を行って、処理結果に基
づいて背光源の輝度と液晶パネルのガンマ参考電圧のそれぞれに対して同時に調整を行っ
て、それによって画面のダイナミックコントラストを高め、ＴＦＴ液晶表示機器のコント
ラストが低いという問題を改善した。
【００４２】
　この技術の方案は、背光源の輝度が変化した後で、液晶パネルで主導的地位を占めるピ
クセル点の輝度そのまま変わらないようにして、それによって点滅の問題を改善し、同時
に外部パルス幅変調調光という方式で背光源の輝度を調整するため、背光源の消費電力を
節約する。
【００４３】
　その中、スデップ10は具体的には以下スデップを含む。
【００４４】
　スデップ11は、グレースケールのそれぞれが1フレームの画面に占めたピクセル点の数
を獲得する。
【００４５】
　スデップ12は、しきい値に基づいてこの画面の中で分布の多いグレースケールを確定す
る。
【００４６】
　スデップ13は、分布の多いグレースケールに基づいて調光係数を確定する。
【００４７】
　本発明は、まずヒストグラム統計を利用して、グレースケールを標準として、全てのピ
クセル点について統計を行い、グレースケールのそれぞれが1フレームの画面に占めたピ
クセル点の数を獲得し、しきい値と比較することによって、各グレースケールの1フレー
ム画面中の分布情況を獲得し、この分布情況の中で分布の多い中低のグレースケールの細
い点がなくならないことを前提として、分布の多いグレースケールに基づいて、調光係数
を確定する。
【００４８】
　その中、スデップ20が具体的には以下のスデップを含む。
【００４９】
　スデップ21は、前述調光係数に基づいて背光源輝度制御パラメーターを確定する。
【００５０】
　スデップ22は、前述調光係数に基づいて対応するガンマ電圧を確定する。
【００５１】
　スデップ23は、前述ガンマ電圧に基づいて、ルックアップテーブルにより前述ガンマ電
圧に対応するガンマ電圧パラメーターを検索する。
【００５２】
　調光係数がいったん確定されると、ルックアップテーブルの中で、記憶された曲線の間
の関係を検索することによって、背光源輝度パラメーターとガンマ参考電圧パラメーター
を探し出すことができる。ここの背光源輝度制御パラメーターがPWM Dimming信号のデュ
ーティー比である。
【００５３】
　その中、スデップ30は具体的には以下のスデップを含む。
【００５４】
　スデップ31は、背光源輝度制御パラメーターに基づいてパルス幅変調調光制御信号を生
成する。
【００５５】
　スデップ32は、パルス幅変調調光制御信号を用いて背光源を駆動する。
【００５６】
　背光源輝度制御パラメーターに基づいてパルス幅変調調光制御信号を生成した後で背光
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源を駆動し、背光源の輝度を変化させる。
【００５７】
　その中、スデップ40は具体的に以下のスデップを含む。
【００５８】
　スデップ41は、前述ガンマ参考電圧パラメーターをバスフォーマットに変換する。
【００５９】
　スデップ42は、バスフォーマットのガンマ参考電圧パラメーターに基づいてガンマ参考
電圧を生成する。
【００６０】
　スデップ43は、前述ガンマ参考電圧を用いて液晶パネルを駆動する。
【００６１】
　ガンマ参考電圧パラメーターがバスフォーマットに変換された後でガンマ参考電圧を生
成し、液晶パネルを駆動して液晶パネルの透過率を変化させ、そのため、背光源の輝度が
変化した後で、液晶パネルでのグレースケールが主導的な分布を占めるピクセル点の輝度
がそのまま変わらないようにする。
【００６２】
　本発明の上述技術の方案は、液晶パネルの輝度が変わらないようにすることを前提とし
て、大幅に画面のダイナミックコントラストと画面の品質を高めて、背光源の輝度を下げ
ることによって画面の輝度を下げて、同時に液晶パネルにおけるピクセルキャパシタの電
圧を調整して液晶パネルの透過率を変化させ、そして透過率により背光源の輝度の降下に
よる歪みを補償する。具体的に、本発明の液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの
処理方法は、受信したデータに対してヒストグラム統計処理を行い、統計処理の結果に基
づいて、背光源の輝度と液晶パネルのガンマ参考電圧のそれぞれに対して同時に調整を行
い、それによって画面のダイナミックコントラストを高めて、ＴＦＴ液晶表示機器のコン
トラストが低い問題を改善した。本発明の液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの
処理方法の技術方案は、背光源の輝度が変化した後で液晶パネルの輝度が、そのまま変わ
らないようにして、それによって点滅の問題を改善し、同時に外部パルス幅変調調光とい
う方式で背光源の輝度を調整するため、背光源の消費電力を節約する。
【００６３】
　最後に説明するべきなのは：以上実施例は本発明の技術方案を説明することに用いられ
るに過ぎず、以上実施例に限定されない。好適な実施例を参照しながら、本発明について
詳解してきたが、本発明の要旨と範囲を逸脱しない範囲で当業者が本発明の技術方案に対
して変更や代用を成し得ることは分かるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明による液晶表示装置の高ダイナミックコントラスト処理装置の構造を示す
模式的図である。
【図２】本発明による実施例の構造を示す模式的図である。
【図３】液晶パネルのピクセル点の透過率と該ピクセル点でのピクセルキャパシターの電
圧のV－T曲線図である。
【図４】液晶パネルのピクセル点の輝度と該ピクセル点でのピクセルキャパシターの電圧
のL－V 曲線図である。
【図５】本発明による液晶表示装置の高ダイナミックコントラストの処理方法を示したフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【００６５】
10　レシーバー
20　統計モジュール
30　検索モジュール
40　信号制御器
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50　インバータ
60　バス制御器
70　ガンマ電圧制御器
80　ソースドライブ集積回路
90　フレームバッファ
100　伝送器

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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